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『
唐
陽
山
人
詩
鈔
』
解
題

上
・
下
二
冊
、
六
巻
、
縦
二
三
・
七
㎝
×
横
五
・
三
㎝
。
横
川
徳
郎
著
、
大
正
一
二
年
一
〇
月
一
五
日
印
刷
、
一
〇
月

二
〇
日
発
行
、
著
者
兼
発
行
者
・
東
京
市
外
中
渋
谷
三
七
七
番
地
東
京
府
平
民
横
川
徳
郎
、
印
刷
所
・
静
岡
県
浜
松
市

松
城
一
三
一
ノ
八
番
地 
株
式
会
社
開
明
堂
。
横
川
端
氏
所
蔵
。

明
治
・
大
正
期
の
漢
詩
人
で
陸
軍
の
軍
医
を
務
め
た
横
川
唐
陽
（
徳
郎
）
の
詩
集
。
第
一
冊
に
は
巻
一
（
一
六
丁
、

今
体
詩
一
〇
三
首
）、
巻
二
（
一
五
丁
、
古
今
体
詩
九
三
首
）、
巻
三
（
二
五
丁
、
古
今
体
詩
一
五
六
首
）
を
、
第
二
冊
に
は

巻
四
（
一
七
丁
、
古
今
体
詩
一
〇
九
首
）、
巻
五
（
二
八
丁
、
古
今
体
詩
一
八
四
首
）、
巻
六
（
二
一
丁
、
今
体
詩
一
四
六
首
）

を
収
め
る
。
陸
軍
退
役
後
、
横
川
徳
郎
（
唐
陽
）
は
渋
谷
で
医
院
を
開
業
し
た
が
火
災
に
遭
い
多
く
の
家
財
を
失
い
、

の
ち
、友
人
た
ち
の
協
力
を
得
て
、遺
さ
れ
た
詩
稿
を
も
と
に
『
唐
陽
山
人
詩
鈔
』
を
編
ん
だ
。
唐
陽
に
は
す
で
に
『
游

燕
今
體
』（
一
一
丁
、
明
治
三
五
年
刊
）、『
論
俳
絶
句
』（
九
丁
、
明
治
四
四
年
刊
）、『
揖
五
山
館
集
』（
二
八
丁
、
大
正
五

年
刊
）、『
北
海
泛
宅
集
』（
一
四
丁
、
刊
行
年
不
詳
）
な
ど
の
詩
集
が
あ
り
、
詩
誌
や
雑
誌
・
新
聞
の
漢
詩
欄
な
ど
に
揭

載
さ
れ
た
作
品
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
詩
鈔
の
編
纂
に
基
礎
を
与
え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。



260解題

『
唐
陽
山
人
詩
鈔
』
研
究
序
説
―
―
序
の
訳
注
と
考
察

明
治
・
大
正
期
の
漢
詩
人
に
し
て
陸
軍
の
軍
医
で
あ
っ
た
横
川
唐
陽
。
そ
の
事
績
に
つ
い
て
は
『
明
治
漢
詩
文
集
』

所
収
の
略
歴
や
、
藤
川
正
数
『
森
鷗
外
と
漢
詩
』『
讃
岐
に
ゆ
か
り
の
あ
る
漢
詩
文
』
に
収
め
ら
れ
た
論
考
の
一
部
に

言
及
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
伝
記
資
料
の
少
な
さ
か
ら
長
く
不
十
分
な
段
階
に
留
め
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
筆
者
は
、
縁
あ
っ
て
横
川
唐
陽
の
調
査･

研
究
を
進
め
、
二
〇
一
六
年
、
論
創
社
よ
り
『
鷗
外
の
漢
詩
と

軍
医
・
横
川
唐
陽
』
を
上
梓
し
た
。
本
書
は
、
唐
陽
の
前
半
生
を
主
な
対
象
と
し
て
、
明
治
初
頭
の
教
育
制
度
や
明
治

陸
軍
の
軍
医
制
度
、
日
露
戦
争
や
森
鷗
外
と
の
関
係
に
注
目
し
つ
つ
唐
陽
の
事
績
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る
が
、
残
さ

れ
た
課
題
も
ま
た
多
い
。
と
り
わ
け
『
唐
陽
山
人
詩
鈔
』
に
代
表
さ
れ
る
唐
陽
の
漢
詩
集
や
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
作

品
の
鑑
賞
・
研
究
は
、
彼
の
文
学
史
上
に
お
け
る
位
置
を
確
認
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
。

横
川
唐
陽
（
徳
郎
）
は
慶
応
三
（
一
八
六
八
）
年
に
諏
訪
神
戸
村
に
生
ま
れ
た
。
の
ち
に
上
京
し
、
千
葉
の
第
一
高

等
中
学
校
医
学
部
に
学
び
つ
つ
、
森
槐
南
や
そ
の
門
下
、
野
口
寧
斎
や
落
合
東
郭
、
森
川
竹
磎
と
い
っ
た
同
世
代
の
詩

人
た
ち
と
交
わ
り
、
漢
詩
人
と
し
て
の
素
地
を
養
っ
て
い
く
。
医
学
部
卒
業
後
は
陸
軍
の
軍
医
と
な
り
日
清
戦
争
に
従

軍
。
任
地
の
台
湾
で
森
鷗
外
と
語
ら
い
、
以
後
、
漢
詩
を
通
じ
た
文
学
的
交
友
は
鷗
外
の
晩
年
ま
で
続
い
た
。
そ
の
後
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唐
陽
は
、
軍
医
と
し
て
明
治
三
陸
地
震
に
伴
う
災
害
派
遣
、
義
和
団
事
件
の
際
に
行
わ
れ
た
清
国
出
兵
、
日
露
戦
争
な

ど
を
経
験
し
、
東
京
・
豊
橋
・
名
古
屋
・
浜
松
・
善
通
寺
・
旭
川
と
異
動
の
た
び
に
住
ま
い
を
転
々
と
す
る
生
活
の
中

で
漢
詩
を
よ
み
続
け
、『
游
燕
今
體
』『
論
俳
絶
句
』『
揖
五
山
館
集
』な
ど
の
詩
集
を
刊
行
し
て
い
る
。
大
正
七（
一
九
一
八
）

年
に
一
等
軍
医
正
を
も
っ
て
予
備
役
と
な
り
、
東
京
で
医
院
を
開
業
。
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
に
火
災
に
遭
い
家

財
を
失
う
が
、
友
人
た
ち
の
助
力
を
得
て
詩
稿
を
ま
と
め
『
唐
陽
山
人
詩
鈔
』
を
刊
行
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に

六
三
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

唐
陽
の
伝
記
を
記
す
に
あ
た
り
、
基
礎
を
あ
た
え
た
資
料
が
『
唐
陽
山
人
詩
鈔
』
に
収
録
さ
れ
た
ふ
た
つ
の
「
序
」

で
あ
っ
た
。
高
嶋
九
峰
と
磯
野
秋
渚
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
こ
の
文
章
は
、
漢
詩
人
と
し
て
の
横
川
唐
陽
の
相
貌
を
、
同

時
代
の
近
し
い
他
者
の
視
点
か
ら
過
不
足
な
く
伝
え
た
も
の
と
し
て
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
「
序
」
の
訳
注
を
示
し
、
江
湖
の
批
正
を
仰
ぎ
、
今
後
の
横
川
唐
陽
研
究
の
礎
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
語
釈
中
に
揭
げ
た
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
タ
イ
ト
ル
名
と
当
該
章
題
な
い
し
頁
数
を
記
し
、
他
の
書
誌

情
報
に
つ
い
て
は
本
稿
末
の
「
参
考
文
献
」
に
示
し
た
。
ま
た
、
本
稿
な
ら
び
に
拙
著
『
鷗
外
の
漢
詩
と
軍
医
・
横
川

唐
陽
』
で
は
、
軍
歴
を
調
査
す
る
に
あ
た
り
、
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
史
料
閲
覧
室
所
蔵
『
陸
軍
現
役
将
校
同
相
当
官
実

役
停
年
名
簿
』
を
基
本
史
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、「
停
年
名
簿
に
み
る
横
川
徳

郎
の
軍
歴
」（
二
八
三
頁
〜
）
と
し
て
整
理
し
、
本
稿
語
釈
中
に
は
『
停
年
名
簿
（
調
査
年
月
）』
の
形
式
で
注
記
し
た
。



　
　
　
　
　
　
記
念
対
談
　「
父
祖
の
遺
し
た
も
の
」 

横
川
端
　

 

聞
き
手
：
赤
羽
良
剛
・
佐
藤
裕
亮

 

（
二
〇
一
七
年
五
月
三
一
日　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）
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佐
藤　

本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
私
か
ら
、
今
回
の
対
談
の
趣
旨
に
つ
い

て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　

水
師
営
で
唐
陽
の
筆
跡
を
発
見
し
て
か
ら
六
年
以
上
、
本
格
的
な
調
査
・
研
究
に
取
り
か
か
り
始
め
て
か
ら

四
年
近
く
が
経
ち
、
唐
陽
の
歩
ん
だ
人
生
も
し
だ
い
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。『
鷗
外
の
漢
詩
と
軍

医
・
横
川
唐
陽
』（
論
創
社
、
二
〇
一
六
年
）
刊
行
か
ら
ま
も
な
く
一
年
を
迎
え
、
筆
者
の
も
と
に
も
各
方
面
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
・
ご
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
唐
陽
の
人
生
を
明
治
期
の
教
育
制
度
や
軍
医
制
度

な
ど
、
歴
史
的
事
象
を
踏
ま
え
て
丹
念
に
描
い
た
こ
と
に
高
い
評
価
を
頂
戴
し
た
一
方
で
、
詩
人
と
し
て
の
唐

陽
の
足
跡
を
、
そ
の
作
品
と
と
も
に
も
っ
と
深
く
、
克
明
に
描
き
出
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
要
望
も
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
本
書
を
、
唐
陽
と
い
う
一
明
治
人
の
生
涯
に
、
深
く
浸
透
し
て
い
た
漢
詩
文
と
い
う
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
の
深
さ
を
描
い
た
作
品
と
し
て
お
読
み
に
な
り
、
自
身
に
連
な
る
祖
先
た
ち
の
生
き
様
や
そ
れ
を
支

え
た
「
教
養
」
に
思
い
を
馳
せ
た
、
と
い
う
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
家

庭
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
人
生
の
過
程
で
育
ま
れ
た
教
養
が
、
そ
の
ひ
と
の
人
生
を
い
っ
そ
う
豊
か
な
も
の
に
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
か
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

一
方
で
、
横
川
唐
陽
だ
け
で
は
な
く
、
兄
で
あ
る
横
川
三
松
や
そ
の
息
子
た
ち
、
美
術
評
論
家
と
し
て
知
ら

れ
た
横
川
毅
一
郎
さ
ん
や
、
教
育
者
で
あ
っ
た
横
川
正
二
さ
ん
も
、
多
彩
な
活
動
の
あ
と
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
一
面
は
、
経
済
人
と
し
て
長
く
ご
活
躍
を
さ
れ
、
現
在
、
俳
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
端
さ
ん
の
姿
と
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も
重
な
り
あ
う
も
の
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

本
日
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
振
り
返
り
に
あ
わ
せ
て
、
信
州
横
川
家
の
中
で
育
ま
れ
た
教
養
の
世
界
の
一

端
を
、
父
祖
の
思
い
出
や
ご
自
身
の
経
験
な
ど
を
通
じ
て
伺
わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

父
・
横
川
正
二
の
こ
と

赤
羽　

教
養
の
基
礎
を
つ
く
る
時
期
に
横
川
端
さ
ん
は
、
満
州
の
ほ
う
に
行
か
れ
て
、
一
定
期
間
あ
ち
ら
側
で
そ
れ

ど
こ
ろ
で
は
な
い
人
生
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
。
い
か
が
で
し
ょ
う
、
信
州
横
川
家
の
教
育
・
教
養
環
境

の
よ
う
な
も
の
を
実
感
さ
れ
た
記
憶
は
お
持
ち
で
す
か
？

横
川　

非
常
に
少
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
。
私
が
生
ま
れ
る
前
に
多
く
の
人
は
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
直
接
、

な
に
か
具
体
的
に
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
ね
。
い
ま
赤
羽
さ
ん
の
お
話
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
軍
国
主
義
の
時
代
に
父
親
は
満
州
に
出
か
け
て
、
そ
の
地
で
わ
ず
か
四
〇
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま

う
。
私
は
ま
だ
一
二
歳
で
、
一
応
の
こ
と
は
頭
に
残
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
や
は
り
ま
だ
子
供
で
し
た
し
、
父
親

も
忙
し
か
っ
た
か
ら
、
家
の
こ
と
や
も
の
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
教
え
て
も
ら
う
機
会
は
な
か
っ
た
。

結
局
、
父
親
の
背
中
を
見
な
が
ら
、
父
は
こ
う
い
う
人
だ
っ
た
、
父
祖
も
お
そ
ら
く
そ
う
い
う
気
質
で
、
そ
の
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◇
横
川
正
二
（
よ
こ
か
わ
・
し
ょ
う
じ
）──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
九
月
二
九
日
、
横
川
庸
夫
（
三
松
）
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
一
九
二
二

（
大
正
一
一
）
年
に
諏
訪
中
学
校
（
現
・
諏
訪
清
陵
高
校
）
を
卒
業
、
地
元
四
賀
小
学
校
教
員
と
し
て
奉
職
。

の
ち
永
明
小
学
校
・
境
小
学
校
に
転
任
。
こ
の
間
、
作
歌
の
他
に
音
楽
や
水
彩
画
、
郷
土
史
の
研
究
、
謄
写

版
の
出
版
な
ど
も
手
が
け
て
い
る
。
一
九
三
一（
昭
和
六
）年
、
同
村
の
矢
崎
郁
と
結
婚
。
郁
と
の
間
に
端
・

永
子
・
亮
・
竟
・
紀
夫
の
四
男
一
女
を
も
う
け
る
。
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
四
月
、
満
蒙
開
拓
青
少
年

義
勇
軍
の
渡
満
者
を
率
い
、
満
州
国
牡
丹
江
省
寧
安
県
義
勇
隊
寧
安
訓
練
所
横
川
中
隊
中
隊
長
と
し
て
着

任
、
の
ち
西
海
浪
龍
川
義
勇
隊
開
拓
団
長
と
な
る
。
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
六
月
二
四
日
、
現
職
の
ま

ま
病
没
。
歌
集
に
『
白
膠
木
』
が
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

横
川
正
二
『
白
膠
木
─
─
夜
川
菁
二
歌
集
』（
私
家
版
、
一
九
七
四
年
）

四
賀
村
誌
編
纂
委
員
会
編
『
諏
訪
四
賀
村
誌
』（
四
賀
村
誌
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）

横
川
端
編
『
遙
か
な
り
─
─
夜
川
菁
二
を
偲
ぶ
』（
私
家
版
、
二
〇
〇
七
年
）

横
川
端
『
エ
ッ
セ
イ
で
綴
る
わ
が
不
思
議
人
生
』（
私
家
版
、
文
藝
春
秋
企
画
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
）
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中
で
あ
あ
い
う
父
親
が
で
き
た
ん
だ
ろ
う
、
と
。

　
　
　

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
父
は
、
純
粋
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
二
五
〇
人
の
生
徒
た
ち
の
命
を
守
り
た
い
、
と
い
う

思
い
で
、
全
部
苦
労
を
背
負
い
込
む
。
結
局
そ
れ
が
災
い
し
て
、
自
分
が
先
に
命
を
落
と
す
。
そ
し
て
遺
さ
れ

た
部
下
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
シ
ベ
リ
ア
に
連
れ
て
行
か
れ
て
、
か
な
り
の
人
々
が
亡
く
な
っ
て
い
る
、
と
。
そ
う

い
う
状
況
で
す
。

　
　
　

我
々
家
族
は
、
親
父
が
死
ん
だ
の
で
諏
訪
へ
帰
り
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、
お
ふ
く
ろ
が
三
三
歳
で
子

供
た
ち
五
人
を
連
れ
て
帰
っ
て
く
る
ん
で
す
。
昭
和
一
九
年
秋
の
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
戦
争
も
終
わ
り

に
近
い
時
期
で
し
た
ね
。
父
親
は
、
連
れ
て
き
た
自
分
の
教
え
子
た
ち
が
ど
う
な
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と

だ
け
を
心
配
し
て
死
ん
で
い
っ
て
し
ま
い
、
遺
言
も
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
受
け
た
印
象
だ
け
で
私
た
ち

は
父
親
を
記
憶
し
て
い
る
、
と
。

佐
藤　

満
州
に
行
か
れ
る
前
の
正
二
さ
ん
は
、
日
々
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

横
川　

私
が
小
学
校
四
年
生
の
は
じ
め
ぐ
ら
い
ま
で
諏
訪
の
古
い
家
に
い
て
、
父
親
は
小
学
校
の
先
生
と
し
て
、
諏

訪
地
方
の
学
校
を
転
々
と
す
る
わ
け
で
す
。
音
楽
が
好
き
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
あ
ま
り
も
の
は
書
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
短
歌
だ
け
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
郷
土
の
歌
人
赤
彦
へ
の
あ
こ
が
れ
だ
っ
た

の
か
な
、
と
思
う
ん
で
す
。
島
木
赤
彦
と
ア
ラ
ラ
ギ
―
―
に
関
心
を
も
ち
、
そ
の
道
を
続
け
て
い
き
た
い
と
。

満
州
に
行
っ
て
か
ら
も
作
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
続
け
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
を
も
っ
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